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の
生
年
が
設
定
で
き
る
範
囲
は
、
天
智
ニ

五
年
以

で
あ

「
浄
広
弐
位
」
初
叙
位
一

る
と
考
え
ら
れ
る
。

回

1 2 

天
武
天

の

、
小
稿
で
す
で
に
扱
っ
た
、
高
市
・
草
壁
・
大

3 

津
・
忍

の
五

の
五
皇
子
は
、
天

〆「

4 

紀
巻
二
十
八
・
二
十
九
〉
を
通
じ
て
そ
の
名
や

見
せ
な
い
。

も
ち
ろ

5 

ん
、
天
武
二
年
二
月
二
十
七
日
条
の
后
妃
記
事
に
、
生
母
と
共
に
一
括
列
記
さ

れ
て
は
い
る
が
、

終
了
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

、
そ
の

は
天

こ
の

ぅ
。
天
武
朝
を
通
じ
て
彼
ら
が
名
を
見
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

穂
長

弓

自U

舎

人

新
田
部

の

五
六

年

月

日

持
統
五
年
一
月
十
一
日

持
統
七
年
一
月
二
日

持
統
七
年
一
月
二
日

持
統
九
年
一
月
五
日

文
武
四
年
一
月
七
日

出
典

続
紀

(
義
解
)
に
よ
る
と

王
子
従
四
位
下
。

一

王
子
従
五
位
下
。
其
五
世
王
者
。
従

が
い
く
ぶ
ん
遅
か
っ
た
こ
と

は
持
統
朝
に
入

五
位
下
。

(
下
略
〉

と
あ
る
。
さ
ら
に
同
令
授
位
条
(

五
以
上
吋
唯
以

せ
る
。
こ
れ
ら

る
と
、
持
統
五
年
正
月
十
三
日
条
に
名
を
み
せ
る

を
は
じ
め
と
し

て
、
長
・
弓
削
・
舎
人
・
新
田
部
の

で
よ
う
や
く
そ
の
名
を
み
せ
る
の
で
あ

凡
授
位
者
。

皆
限
=
年
廿
一
以
上
吋

に
よ
る
と

る

と
あ
る
。
こ
れ
ら
両
条
に
よ
る
と
、

め
て
授
け
ら
れ
る
位
階
と
、
そ

一

の
時
の
年
齢
が
一
定
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
み
た
よ
う

と
こ
ろ
で
、
彼
ら
が
こ
の
よ
う
に
初
め
て
名
を
み
せ
る
記
事
に
つ
い
て
、

つ
の
特
徴
的
な
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
彼
ら
に
持
広
弐

か
、
す
べ
て
同
じ
「
浄
広

に
、
持
統
朝
以
後
初
見
す
る
天
武
天

位
を
授
け
る
と
い
う
内
容

は
持
統
五
年
正
月
十
三
日

弐
位
」
と
い
う
位
階
を
授
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
、
彼
ら
へ

こ・ニー
l
J

、

ふ

J
ゆ

d
l、

現
在
す
で
に
浄
広
弐
位
で
あ
っ
た

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
覧
す
る
と
、

の
授
位
は
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
一
定
年
齢
に

し
た
時
に
な
さ
れ
た
の
で
は

次
の
よ
う
に
な
る
。

:
、
、
、

Z
L
4
μ
 

の

と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

tま

こ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
る
な
ら

す
る
彼
ら
の

tま

-
長
・
弓
削
・



人
・
新
田
部
と
な
る
。

は
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
推
定
は
、
私
が
初
め
て
提
唱
す
る
も
の
で
は
な

次
の
問
題
と
し
て
、
持
統
五
年
以
後
に
叙
位
さ
れ
た
五

に
つ
い
て
は
、

い
。
管
見
に
入
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
説
を
最
初
に
提
唱
さ
れ
た
の
は
、
宮

門

M
M
V

本
さ
ゆ
り
氏
で
あ
る
。
し
か
し
、
宮
本
氏
の

お
そ

に
準
拠
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

tま

め
ぐ
る
政

、.、，

の
規
定
と
、
上

の
規
定
と
は
、

一
致
し
得
る
も
の
で

治
史
を
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

「
主
題
か
ら
外
れ
る
の
で
」
と
し
て
、

あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
問
題
に
言
及
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

条
・
授
位
条
の
規
定
は
、
大
宝
令
に
も
存
在
し
て
い

の

松
原
弘
宜
氏
が
上
記
の
説
を
用
い
て
、
同
様
の

細
な
考
察
を
し
て
お
ら
れ
な
い
。
宮
本
氏
の
論
文
発
表
後
遅
れ
る
こ
と
七
年
、

き
だ
さ
れ
た
が
、
こ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
、

「
古
記
一
玄
」
の
釈
文
は
、
大
宝

の
説
が
成
立
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
考
証
は
、
や
は
り
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で

令
の
条
文
に
言
及
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い

あ
っ
た
。
私
と
し
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
説
が
成
立
す
る
も
の
と
考
え
て
は
い

て
、
上
記
ニ
規
定
を
み
る
と
、
授
位
条
の
「
唯
以
レ
蔭
出
身
者
。
皆
限
一
一
年
廿
一

る
が
、
以
下
、
私
な
り
の
考
察
を
若
干
提
示
し
て
お
き
た
い
。

以
上
こ
と
い
う
条
文
に
関
し
て
、

に
お
い
て
は

上
記
の

-
授
位
条
の

り

-
長
・
弓
削
・

新

古
記
云
。
唯
以
レ
蔭
出
身
者
。
皆
限
一
一
年
廿
一
以
上
吋
未
知
。
若
為
処
分
。

田
部
の

位
が
成
立
す
る
と
認
め
る
た
め
に
は
、
二
・
三
の
疑
問
を
解
決

答
五
位
四
位
子
。
三
位
以
上
子
孫
。
井
五
世
王
子
以
上
。
年
廿
一
以
上
。

し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
、

-
授
位
条

必
叙
位
耳
。

と
L 、

の
規
定
は
、
親
王
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、

カ
そ

と
あ
り
、

「
古
記
云
」
の
解
釈
:

の
条
文
と
一
致
し
て
い
る
。

一方、

お
し、
の
条
文
に
示
す
よ
う
に
、
親
王
の
子
以
下
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
養
老
令
に

王
に
関
す
る
も
の
と
さ
れ
る
規
定
を
、
持
統
五
年
正
月
十
三
日
条
に

の
「
諸
王
子
従
五
位
下
」
と
い
う
条
文
に
関
し
て
も
、

古
記
云
。
諸
王
子
従
五
位
下
。
調
三
世
四
世
王
也
。
二
世
王

耳
也
。

王

み
え

や

そ
れ
以
後
に
み
え
る
天
武
天

の
諸
皇
子
に
適
用
で
き
る

に
お
い
て
、

明
位
二
階
・
浄
位
四
階
を
も
っ
て

王
巴
上
之
位
」

と

の
子
〉
を
、
そ
れ
以
外
の
諸
王
と
は
区

別
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
宝
令
で
は
同
列
に
扱
っ
て
い
問
。
こ
こ
で

と
あ
り
、

で
は
二
世
王

か
、
と
い

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

て
は
、
天
武
十

の
冠

し
、
諸
王

と
を
同
列
の
位
階
で
扱
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
の
問
題

も
、
二
者
聞
に
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、

一
定
の
位
階
が
授
け
ら
れ
る
と
い
う

天

五
七



天
武
天

五
Ji、

点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

追
ノ¥

進
八
級
浅

以
上
で
上
記
二
規
定
が
、
大
宝
令
・
養
老
令
と
も
に
ほ
ぼ
同
一

で
存
在

と
い
う
詔
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詔
の
前
段
は
、

に
関
ず
る
規
定
で
あ

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
大

一
致
し
て
い
る

る
が
、
こ
れ
は
養
老
令
の
選
叙
令
に
あ

に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

か
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
遷
代
規
定
は
、

自
の
名
称
を
も
っ

続
紀
大
宝
元
年
八
月
一
一
一
日
条
に
よ
る
と

「
考
仕
令
」
に
依
拠
し
て
、
位
階
昇
叙
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

遺
エ
三
品
刑
部
親
王
・
・
・
(
中
略
)
:
・
吋

吋
於
レ
是
始
成
。
大
略
以
ニ

の
よ

に
も
、
大
宝
令
に
酷
似
し

カ当

一
為
-
-
准
正
吋

し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
詔
の
後
段
は
、
天
武
十

と
あ
る
よ
う
に
、
大

の

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
冠
位
制
に
応
じ
た
朝
服
に

す
る
細
則
で
あ
る
が
、
こ
の

は
大
宝
元
年

の
こ
と
か
ら
し
て
も
、

大
宝
令
に
も

さ
れ
て
い
た

授
位
条

三
月
二
十
一
日
、
大
宝
令
の
撰
定
に
先
駆
け
て

さ
れ
た
大

ヵ:

に
も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
、
極
め
て
高
い
と
い
え
る
だ
ろ

に
対
応
し
た
服
制
に
酷
似
し
て
い
る
。

ぅ
。
も
ち
ろ
ん
、
続
紀
の
こ
の
は
、
大
宝
令
が
浄
御
原
令
と
同
一
法
体
系

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
各
条
文
が
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る

以
上
の
諸
点

す
る
と
、
天
武
十
四
年
施
行
の
冠
位
制
は
、
持
統
三
年

施
行

て
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
持
統
四
年
頃
「
考
仕

と
い
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
は
以
下
の

も
っ
て

令
」
や
存
在
し
た
と
推
定
で
き
る
「
選
叙
令
」
な
ど
の
諸
規
定

が
大
宝
令
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る

て
行
つ

に
も
、
養
老
令
の
選
叙
令
諸
規
定
に
酷
似
し
た
も
の
が
存
在
し
た
と
考
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、

る
持
統
四
年
四
月
十
四
日
条
に
よ
る
と

こ
と
か
ら
考
え
て
、
冠
位
に
に
お
い
て
も
ま
た
、

大
宝
令
は
、
か
な
り
共
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な

百
官
人
及
畿
内
人
、
有
位
者
限
一
一
六
年
吋

一
七
年
吋
以
ニ
其
上
日
「

カ
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
し
か

の

五
年
以
後

下
五

選
司
定
九
等
吋
四
等
以
上
者
、

依
ニ
考
仕
令
「
以
一
一
其
善
最
功
能
、
民
姓
大

が
、
「
浄
広
弐
位
」
と
い
う
一
定
の
冠
位
を

授
ニ
冠
位
吋

服
者
、
浄
大
壱
己
下
、
広
弐
己
上

浄
大
参

授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
合
考
す
れ
ば
、

条
と
同
様
の
規
定

日
下
、
広

紫
。
正
八
級
赤
紫
。

/¥ 

務

ヵ:

に
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、



子
中
先
に
生
年
を
考
証
し

の
場
合
を
み
る
と
、
彼
は
天
武
五
年
生

と
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
皇
弟
と
は

れ
で
あ
り
、
持
統
九
年
正
月
に
初
め
て
「
浄
広
弐
位
」
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

子
が
年
長
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
授
位
が
同
時

ゆ
え
に
そ
の
時
の
年
齢
は
二
十
歳
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
考
察
し
た

や
授
位
条
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
~
狩
」
と
が
わ
か
る
。

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
二
人
は
双
生
児
も
し
く
は
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
非

常
に
年
の
近
い
兄
弟
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
彼
ら
五
皇
子
が
初
め
て
「
浄
広
弐
位
」
を
授
け
ら
れ
た

)
に
達

以
上
で
天
武
夫

と
一
人
磯
披
皇
子
が
残
る
。
彼
は
、

九

の
生
年
考
証
を
終
え
る
が
、
ぁ

に
彼
の
作
と
し
て
収
め
ら
れ
た
歌

時
が
、
彼
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
定
年
齢
(
お
そ
ら
く
は
二
十
一

し
た
時
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
判
断
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
生
年
は
、
穂

が
な
く
、
ま
た
正
史
に
お
い
て
も
、
天
武
二
年
二
月
二
十
七
日
条
の
后
妃
記
載

積
天
智
十
年
、
長
天
武
二
年
、
弓
削
天
武
二
年
、
舎
人
天
武
五
年
、
新
田
部
天

に
、
他
の
皇
子
と
一
括
し
て
記
さ
れ
て
い
る
他
は
、
朱
鳥
元
年
八
月
十
五
日
条

武
九
年
と
な
る
。
た
だ
、

の
場
合
、

は
持
統
五
年
正
月
十
三
日
条

の

で
は
、
す
で
に
「
浄
広
弐
位
」
を
授
け
ら
れ
た
形
で
み
え
る
。
彼
が
こ
の
位
を

芝
基
皇
子
・
磯
城
皇
子
、
各
加
一
三
百
戸
吋

得
た
の
は
、

こ
の
時
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
時
期
を
明
確
に
で
き
な
い

と
L 、

一
件
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
彼
の
生
年
は
先
に
そ
の
生
年
を

ヵ:

お
そ
ら
く
、

同
年
正
月
一
日
条
に
「
賜
ニ
親
王
・
諸
王
・
・
女
王

こ
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
授
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い

考
証
し
た
彼
の
同
母
兄
で

の
そ
れ
よ
り
にも
-， 
加、あ
二と
ーの
百 v

r E 
」で

とあ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
上
記
の
給
封
記

と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
彼
が
持
統
五
年
に
二
十
一

干
上
回
っ
て
い

あ
る
よ
う
に
、
彼
は
朱
鳥
元
年
に
改
め
て
加
封
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
が

た
、
と
い
う
可
能
性
の
な
お
残
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
長
・

初
め
て
封
戸
を
給
さ
れ
た
の
は
、
記
事
こ

て
は
い
る
が
、

朱
鳥
元
年
以

弓
削
両

は.

で
か
つ
同
時
に
「
浄
広
弐
位
」
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
同

前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
持
統
五
年
以
後
に
初
見
す
る
五

、
最
年

年
生
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
先
に
示
し
た
天
武
二
年
二
月
二
十
七

長
は
先
に
考
証
し
た
よ
う
に

で
あ
る
。
そ
の

が
初
め
て
封

日
条
の
后
妃
記
事
で
は
、
長
・
弓
削
の

で
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
、

ら

戸
を
給
さ
れ
た
の
は
、
持
統
五
年
正
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
青
木
和
失
氏

の

に
与
へ
給
へ
る

一
首
」

が
封
戸
を
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
父
天
皇
か
ら
の
経
済
的
独
立

ハ

nv

を
意
味
す
る
、

t工

の

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
葉
集
巻
二
所

の一一一

の
歌
の
題
詞
に
「
長

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、

従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ

天
武
天

五
九
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ち

初
め
て
封
戸
を
給
さ
れ
た
の
は
、

の
そ
れ
よ
り
も

配
列
し
た
。

ω
表
中
の
数
字
は

ω
皇
子
名
の
下
の

端
は
没
年
を
表
わ
す
。

h
n
 

で
考
察
し
た
生
年
順
位
に
従
い
、
右
か
ら
左
へ
生

注(1
)

 

て

こ

(
2
〉
吉
永
登
「
紀
皇
女
と
多
紀
由

(
3
〉
拙
稿
「
古
代
の
皇
位
継
承
に
つ
い
て
」

研
究
』
第
十
一
冊
)

(
4
〉
持
統
紀
中
、
そ
の
四
年
十
月
二
十
二
日
条
に
「
泊
二
天
命
開
別
天
皇

三
年
吋
・
:
(
下
略
ど
と
あ
る
天
智
紀
年
が
、
即
位
か
称
制
か
い
ず
れ
を

元
年
と
し
た
も
の
か
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
即
位
前

紀
は
天
皇
崩
後
に
一
括
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
に
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。

(

5

)

『
家
伝
(
下
〉
』
に
は
「
嘉
子
左
京
私
第
、
春
秋
五
十
有
八
会
」
と

あ
る
。

(
6
〉
『
丹
生
祝
本
系
』
『
紀
氏
家
牒
』
等
が
あ
る
。
ま
た
、
「
墓
誌
」
も

「
家
伝
」
と
同
系
統
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
石
川
年
足
の
没

年
齢
も
ま
た
、
「
墓
誌
」
と
公
卿
補
任
の
双
方
が
一
致
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
も
私
の
説
を
妥
当
と
す
る
こ
と
に
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

(
7
〉
西
川
重
牢
「
知
太
政
官
事
一
試
考
」
(
横
田
健
一
先
生
還
暦
記
念
『
日

本
史
論
叢
』
)
補
注
⑮
に
お
い
て
も
同
様
の
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
8
〉
以
上
、
「
家
伝
」
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
、
横
田
健
一
著
『
白

鳳
天
平
の
世
界
』
所
収
の
一
連
の
に
示
唆
を
う
け
る
と
こ
ろ
大
で

あ
っ
た
。

(

9

)

吉
井
良
隆
「
天
武
天
皇
の
由

本
上
古
史
研
究
」
ニ
二
号
〉

国
〉
口
、
〉

Hm叶
〈
kr
・Z
(原
岩
魚
〉その
ハ
門
」

ー寸
ー=自

の

に
つ
い

七
四
号
〉

〉

七
年
以
上

い
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く

の
生
年
は
穂
積
皇
子
の
そ

れ
よ
り
も
以
前
に
求
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
磯
城

の
生

国「

r、
ー寸

年
は
、
忍

の
そ
れ
よ
り
以
後
で
あ
り
、

の
そ
れ
よ
り
以
前
で

一

あ
る
、
と
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

本
稿
は
、
天
武
天

の

の
生
年
を
考
証
し
て
き
た
が
、
そ
の
考

証
過
程
に
お
い
て
問
題
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
た
め
、
十
分
に
意
を
尽
せ
な
か
っ

少
な
く
は
な
い
。
こ
こ
で
、

結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
そ
の

を
次
表
(
六

O
頁
掲
載
〉
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

な
お
、
本
表
を
参
照
す
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
諸
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

は
、
そ
の

の
生
存
期
間
、

は
生
年
、
下

は
確
定
で
き
る
生
・
没
年
、

〈
O
〉
は
一
・
二
年
上
下
す
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
有
力
な
生
・
没
年
を
表
わ
す
。

の
順
位
に
つ
き
続
紀
を
疑
ふ
」
(
「
日

〈
×
・
:
×
〉
は
生
没
年
設
定
に
可
能
な
範
囲
を
表
わ
す
。

天
武
天

六一



天
武
天

六一一

で
、
彼
は
十
六

を
回
意
し
た
い
。

(
四
)
宮
本
さ
ゆ
り
「
天
武
・
持
統
朝
に
於
け
る

(
「
学
習
院
史
学
」
一
一
一
号
)
。

〈
却
)
松
原
前
掲
論
文
。

(
乱
〉
「
田
令
」
や
「
禄
令
」
は
、
親
王
の
子
の
世
代
を
一
世
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
場
合
、
続
紀
霊
亀
元
年
九
月
一
日
条
に
「
呈
親
二
世
准
-
主

位
吋
三
世
以
下
准
-
一
六
位
ご
と
あ
る
例
な
ど
の
対
応
か
ら
し
て
、
こ
こ

に
い
う
こ
世
王
を
親
王
の
子
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
勾
)
ち
な
み
に
、
長
屋
王
の
場
合
、
公
卿
補
任
に
よ
る
と
、
神
亀
六
年
嘉

時
に
四
十
六
歳
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
逆
算
す
る
と
、
彼
が
慶
雲
元
年

正
月
に
王
位
か
ら
正
四
位
上
に
初
叙
位
さ
れ
た
時
の
年
齢
は
二
十
一
歳

で
あ
る
。
ま
た
、
天
武
十
二
年
二
月
に
初
め
て
朝
政
を
聴
い
た
時
の
大

津
皇
子
の
年
齢
も
二
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
し
て
、

当
時
親
が
二
十
歳
前
後
に
達
し
た
時
、
政
界
に
初
登
場
す
る
と
い
う

あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿

(

日

)

(
M〉
(
日
)
松
崎
英
一

号〉

ハ
凶
〉
直
木
げ

た
も
の
、

(
叩
〉
青
木
和
夫
「

本
古
代
史
論
宋
上
)

(
日
)
天
武
朝
の
政
策
を
み
る
と
、
天
武
八
年
に
「
不
レ
拝
ニ
卑
母
こ
と
い

う
詔
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
問

題
に
関
し
て
は
、
松
原
弘
宜
「
宮
人
考
」
(
「
続
日
本
紀
研
究
」
一
七
一

号
)
に
詳
し
い
。

(
ロ
〉
青
木
説
に
よ
る
誕
生
順
位
に
、
な
お
問
題
の
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

「
古
代
の
皇
位
継
承
に
つ
い
て
」
(
前
掲
拙
稿
)
に
お
い
て
提
起
し
た
。

直
木
孝
次
郎
「
忍
壁
皇
子
」
(
同
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
)

一一

坂

園司

日

に
つ
い
て
」

「天

の
順
位
」

(
「
続
日
本
紀
研
究
」

一
九
八

は
、
そ
の
よ
う
な
序
列
法
が
天
武
・
持
統
朝
頃
か
ら
行
わ
れ

と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
直
木
氏
は
「
県
主
と
古
代
天

(
同
『
日
本
古
代
の
氏
族
と
天
皇
』
)
に
お
い
て
、
失
史
八
代
県
主

后
妃
伝
承
が
、
天
武
朝
に
内
廷
深
く
関
与
し
て
い
た
県
主
た
ち
の
姿
を

投
影
し
た
も
の
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
欠
史
八
代
期
の
天
皇
た

ち
は
、
政
治
的
に
第
一
位
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
長
幼
順

に
序
列
さ
れ
て
い
る
。
直
木
氏
の
こ
れ
ら
ニ
編
の
論
考
に
は
、
あ
き
ら

か
に
相
矛
盾
す
る
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
口
)
上
田
正
昭
『
日
本
の
女
帝
』
他
参
照
。

(
時
)
天
武
三
年
八
月
に
、
忍
壁
皇
子
が
石
上
神
宮
へ
行
く
記
載
が
あ
る

が
、
こ
れ
を
忍
壁
皇
子
の
成
年
式
(
十
一
歳
で
あ
る
が
〉
で
あ
る
と
理

解
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
天
武
八
年
段
階

(

お

)

関
西
大
学
大
学
院
学
生



報 i

:告i

十
五
年
度
・
第
三
十
二
回
大
会
(
日
月
日
日
J
紅
白
)

O
第
一
日
公
開
由
演
会
(
午
後
一
時
J
五
時
)
於
園
田
学
園
女
ヱ

挨

拶

園

田

学

園

女

子

大

学

教

授

西

村

稔

氏

養
4

・

神

亀

の

宮

廷

讃

歌

帝

塚

山

学

院

大

学

教

授

吉

井

巌

氏

古
代
飛
鳥
に
つ
い
て
の
こ
、
三
の
問
題
関
西
大
学
教
授
網
干
量
教
氏

上
代
語
乗
の
ニ
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
南
山
大
学
教
授
池
上
禎
造
氏

挨

拶

学

会

代

表

小

島

憲

之

氏

数
日
前
か
ら
電
話
の
問
合
せ
し
き
り
、
当
日
は
来
聴
者
約
五
百
名
の
盛
会
。

そ
れ
ぞ
れ
文
学
、
考
古
学
、
語
学
の
立
場
か
ら
す
る
三
先
生
の
熱
有
る
、
時
に

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
m

講
に
秋
日
も
短
き
を
か
こ
っ
た
。

想
親
会
同
日
夜
、
園
字
国
女
子
大
学
試
食
室
で
立
食
バ

l
テ
ィ
。
賑
や

か
に
六
十
四
名
。
口
駅
前
で
盛
ん
な
二
次
会
が
行
わ
れ
た
と
の
噂
も

ち
ら
ほ
ら
。

O
第
二
日
研
究

王
再
考

の
は
な
に
を
め
ざ
す
べ
き
か

ー
〈
字
余
り
〉
句
と
母
音
音
節
学
習
院
大
大
学
院

一
の
宮

l
人

麻

呂

の

大

君

宮

城

学

院

女

短

大

一
頭
歌
の
展
開
と
人
麻
日
歌
集
旋
頭
歌
東
京
女
子
大

挨

拶

学

会

代

表

あ
や
に
く
の
秋
雨
の
中
を
参
集
者
約
百
三
十
名
。
発
表
者
の
中
に

聞
大
幅
超
過
の
大
熱
演
も
二
三
。
活
発
な
質
疑
応
答
で
秋
冷
の
会
場
に
も
熱
気

が
こ
も
っ
た
。
懇
切
で
し
か
も
冷
厳
な
小
島
先
生
の
御
講
評
を
聴
く
。

O
第
三
・
四
日
高
薫
悼
行
・
越
前
一
泊
二
日

パ
ス
は
満
員
五
十
五
名
。
名
神
・
北
陸
自
動
車
道
を
快
走
し
て
耕
雲
斎
ゆ
か

り
の
新
保
か
ら
木
ノ
芽
峠
登
坂
、
ま
さ
に
行
き
悪
し
か
り
け
る
一
時
間
、
津
之

地
先
生
は
途
中
で
断
念
引
返
さ
れ
た
。
境
回
、
犬
養
、
土
橋
先
生
は
完
登
。
和

服
姿
の
服
部
先
生
も
峠
で
ピ

1
ル
を
。
甘
露
々
々
。
と
。
別
に
八
名
は
色
の
浜

探
訪
、
ま
す
ほ
の
小
貝
を
拾
っ
た
。
雲
た
れ
こ
め
た
団
結
浦
か
ら
五
幡
の
坂

へ
。
暗
い
沖
に
輝
く
漁
火
を
眺
め
な
が
ら
越
前
岬
着
。
懇
親
会
は
海
の
幸
あ
ふ

れ
、
越
前
太
鼓
の
勇
壮
な
リ
ズ
ム
に
興
じ
な
が
ら
酒
杯
を
飛
ば
す
。
故
大
久
保

正
氏
を
偲
ぶ
戸
。
明
け
て
武
生
の
紫
式
部
歌
碑
、
味
間
野
、
帰
、
気
比
神
宮
。

定
め
な
い
北
国
日
和
も
気
比
松
原
で
は
名
残
り
の
波
。

佐
佐
木
隆
氏

犬
飼
公
之
氏

岩
下
武
彦
氏

高

)
 

大
谷
大
大
学
院
生
回

目

ー

そ

の

政

治

の

指

向

性

伊

丹

北

高

校

三

間

敏

氏

に

お

け

る

七

と

挽

歌

成

践

女

短

大

大

浜

真

幸

氏

サ
ン
バ
ウ
ロ
大
脇
坂
ジ
ェ
ニ
l
氏

神
野
富
一
氏

辻坂
本

〆ヘ

赤
人
の
独
語

防
人
の
作
歌
の
配
列
に
つ
い
て

神
戸
学
院
女
短
大

大
学
院

勝
氏

報

告

ムハ一ニ



氏

新垣

名 @ 住 所 電話番号

03 900ー7419

名

簿

補

訂

名簿補訂

住所変更〈改姓・表示・変更を含む)

正 115 東京都北区赤羽台2 3 29 303 

江 口 井子 182 3丁目多 l住宅〈ト)8 405 0424 84 4844 

札幌市中央区北六条西25丁目大野薙瀬 060 011 642 9501 シャンポーノレ円山北町704

神 子 556 大阪市浪速区下寺1丁目 3 4 605 

択掛帰京I生雨脚池怯t刊，出天土由柿人1:'1"学2生1 1 川島一郎 305 19 404 

北谷幸冊 630 奈良市法蓮奈良山町1923 24 0742 22 1488 

市
町津

佐

島

辻

吉 632 市二階堂上ノ庄町117ー 7

夫 563 池田市伏屋台1 25ー 8

男 657 神戸市灘区桜ケ丘町15 65 538 078 842 4708 

都竹通年雄 930 富山市五福9 3601 4 千草ハイツ306 0764 41 9316 

寺田恵子 164 東京都中野区中野1ー14 13 小島方

西崎真哉子 521-12 町栗見新田758 07484 5 0122 

浜 田清次 781-01高知市仁井田1148

東点都新宿区余丁町4水島義治 164 03 341 2092 サカエ余丁町マンシ aン505

宮城喜 665 宝塚市泉町20 2 宝山マンシ冨ン302

村 憲夫 642 相臥凶~{協同 l日目和方大930 07348 2 9639 海南宿舎2 A 43 

村田正博 631 奈良市 2 15 303 0742 71 5189 

久 田 泉 780 甲481 1 141 0888 43 8981 

東点都大田区池上4283 '-

山下光 146 03 751 3154 
ノ、

必酷目住宇池上寮408 四



記

は
随
時
、
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
人
一
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
二
千
四
百
円
の
会
費
(
誌
代
巻

含
む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
主
内
(
郵

便
番
号
五
六
四
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
日
印
刷

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

。
お

一、

~ 
の

2
入

み

、

品

費
の
現
金
(
小
切
手
・

誌
既
刊
号
の
購
入
竺
の

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
蔦
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
回
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
と
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
按
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高み」由

O
別
記
の
通
り
、
本
年
度
の
学
会
は
、

子
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
無
事
時
る
こ
と

が
で
き
た
。
学
会
行
事
の
運
営
一
切
を
、
一
致
し

て
行
な
っ
て
下
さ
っ
た
一
谷
定
之
丞
学
長
を
は
じ

め
と
す
る
同
学
園
の
諸
先
生
か
ら
学
生
諸
君
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

O
学
会
は
盛
況
で
あ
っ
た
。
三
先
生
の
講
演
は
そ
れ

ぞ
れ
に
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
し
、
編
集
委
員
を

一
人
も
交
え
ぬ
十
名
の
研
究
発
表
も
、
聴
衆
の
方

が
疲
れ
気
味
の
嬉
し
い
悲
鳴
で
あ
っ
た
。
旅
行
も

楽
し
か
っ
た
。

O
し
か
し
、
私
事
に
再
び
互
る
な
ら
ば
、
二
ヶ
月
間

中
国
に
出
向
し
て
学
会
直
前
に
帰
国
し
た
私
は
、

井
村
さ
ん
を
信
頼
し
て
学
会
準
備
に
何
ら
手
を
貸

さ
な
か
っ
た
し
、
編
集
業
務
は
芳
賀
前
編
集
長
に

代
行
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
誠
に
申
し
訳
な
く
、
し

か
し
な
が
ら
、
学
会
が
何
ら
手
落
ち
な
く
終
わ

り
、
こ
の
号
が
学
会
の
成
果
を
待
た
ず
発
行
で
き

た
こ
と
に
、
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。

O
そ
の
中
国
出
向
中
に
、
本
学
会
と
も
縁
の
深
か
っ

た
大
久
保
正
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
旅
中
の
懇
親

会
で
も
哀
悼
の
想
い
出
が
語
ら
れ
た
が
、
謹
ん
で

御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

O
来
年
度
学
会
は
、
京
都
女
子
大
学
に
お
世
話
に
な

る

予

定

で

あ

る

。

(

浅

見

• 

の

学

会

に
よ
る
納
入
、
本

項
は
、
す
べ
て
下

い
い
た
し
ま
す
。

頒
価

六

百

円

干
制
大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室

電
話
(
実
)
一
一
一
八
八

l
一
二
一
一

(
内
線
一
-
一
九
四
)

集

・

発

行

高

葉

皐

曾

代

表

者

小

島

憲

之

銀
副
首
大
阪
ニ
九
一
四
七
番

干
刷
引
京
都
市
左
京
区
静
市
市
原
町
九
千
八
O

発

売

大

地

涯

室代
)表

|七者

^ 

自lo部
岡
朋
合 :

ス
v

。

一

、

、

愛

好

者

は

誰

で

も

申

込

み

に

よ

っ
て
会
員
と
な
る
ζ

と
が
で
き
る
・

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
高

葉
」
を
発
行
す
る
・



高

頒

価

六

百

円

送

料

二

十

円


